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出資証券廃止（ペーパーレス）のお知らせ
　平素よりJA事業におきましては、ご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　組合員の皆様からお預かりした出資金につきましては、従前より出資証券を発行してお
りましたが、全国的にも国債・株式等台帳の電子化が進んでおり、当組合につきましても
令和2年10月1日より出資証券を廃止することといたしました。
　諸般の事情について、ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　現在お持ちの出資証券は無効とさせていただきますが、お預かりしています出資口数・出
資金額に変更はございません。
　なお、出資金の残高につきましては、毎年発行しています「出資・特別配当金のお知らせ」
ハガキの中に記載しておりますのでご確認いただきますようお願いいたします。
　お手元の出資証券は内容の確認が終わりましたら、お手数ですが、廃棄していただきます
ようお願いいたします。

　　　南彩農業協同組合　
　　　代表理事組合長　菊池　義雄

8月の営農経済センター
営業時間のお知らせ

8月13日（木）14日（金）31日（月）　9月1日以降
上記期間は営業時間が８時45分～17時となります。

その他詳しい内容は各営農経済センターにお問い合わせください。
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　６月23日、ＪＡ南彩青年部は本店大会議室で、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止対策として書面議決での通常総会を開
催しました。総会は青年部新旧役員とＪＡ役職員のみの出席
で行われ、全ての議案が可決・承認されました。
　今回の総会で新部長に選任された春日部地区の原直樹さん
は「これからの地域の未来のため農業者が一つになり【日本
の食】を守っていかなければならない、共に選任された役員
やＪＡと共に地域の農業が永続的に行えるよう活動していき
たい」と挨拶しました。

　７月７日、久喜江面支店会議室で第14回久喜農産物直売所連
絡協議会通常総会が開催されました。来賓にはＪＡ南彩菊池義
雄組合長をはじめ、久喜市役所環境経済部中村晃部長、春日部
農林振興センター山口史穂技師にご出席いただき、全ての議案
が可決・承認されました。
　また、今回の総会をもって退任された杉田孝行会長には、久
喜農産物直売所の発展に多大な貢献をされ、その功績を称え菊
池組合長より感謝状と記念品が贈呈されました。

　７月９日、久喜市梨組合２名ＪＡ役職員３名、計５名は主力市
場である熊谷市場に訪問しました。梨組合吉永宏組合長は、「順調
に生育が進んでおり、大玉で形の良い美味しい梨を販売へと繋が
るようお願いしたい」と話し、松岡昌典営農経済担当常務は、「新
型コロナウイルス感染症は、未だ収束の兆しが見えてこない状況で
あるが、以前にも増して安全で安心な高品質の梨を消費者へ届けら
れるよう、販売への取組みに期待している」と強く要望しました。
�　今年は平年に比べ、着果数が少なく心配ですが、生産者の方々
は品質を落とすことのないように、毎日栽培管理に努めています。

梨販売強化に向け市場訪問

第８回
ＪＡ南彩青年部通常総会

第９回
ＪＡ南彩女性部通常総会

カメラニュース

　5月21日、本店大会議室にて「第９回ＪＡ南
彩女性部通常総会」を開催しました。今年度
は新型コロナウイルス感染拡大防止のため書
面議決とし、本部役員３名、書面議決出席395
名、合計398名の出席となり、全議決案が可決
されました。女性部桑原由枝部長は「現在、活
動は自粛されていますが、女性のパワーを発揮
し、この困難を共に支え合い、一日も早く女性
部活動が以前のように再開できますことを願い
ます。」と挨拶しました。

菊池義雄組合長（左）感謝状を受取る杉田孝行会長（右）

熊谷市場にて

第14回久喜農産物直売所連絡協議会通常総会

女 性 部
　午前に日勝支店、午後に白岡大山支店
にて、手芸教室を開催し、各８名ずつ合計
16名が参加しました。
　白岡大山地区の黒須照子講師の指導の
もと、手ぬぐいを使い帽子を作成しました。
かわいらしく出来上がりました。

7月13日 白岡支部
白岡大山地区･日勝地区

青年部 原直樹部長

女性部 桑原由枝部長
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④�消費者との信頼を築く食の安全
確保対策の実践

●�研修会の開催や各生産者へ提案
の取組みを実施

●�各生産者へ提案し取組みの支援
を行いました 営農支援課�

生産販売課
・�Ｓ－ＧＡＰ認証取得者　24件 ・認証取得者　8件 ・認証取得者　6件

⑤事業承継の支援に取組み ●事業承継の支援に取組み ●�事業承継の提案や支援に取組み
ました 営農支援課

・事業承継取組み　16件 ・事業承継取組み　4件 ・事業承継取組み開始　5件

⑥ア．�取引条件に応じた弾力的な
価格設定

　��　（�肥料53品目・農薬35品目、
DB等）

●�茎葉除草剤大型規格キャンペー
ン（６～９月）
●担い手直送規格農薬の取扱い
●�農家いきいきキャンペーンの取
組み

●�茎葉除草剤大型規格キャンペー
ン（６～９月）
●担い手直送規格農薬の取扱い
●�農家いきいきキャンペーンの取
組み 経済課

・�肥料45品目、農薬30品目
・担い手直送規格　600ha

・肥料45品目、農薬30品目�
・担い手直送規格　600ha

・肥料37品目、農薬39品目
・担い手直送規格　486ha
・除草剤キャンペーン取扱数　396本

　イ．�ＰＢ肥料等の銘柄集約によ
るコスト引下げ

●�引続き高度化成等の集約銘柄の
取扱いを実施
●�新たに水稲用ペースト肥料の銘
柄集約の取組み

●�引続き高度化成等の集約銘柄の
取扱いを実施
●�新たに水稲用ペースト肥料の銘
柄集約の取組み

経済課

・�４銘柄　16,500袋の取扱い ・４銘柄　16,500袋の取扱い ・４銘柄　19,800袋の取扱い

⑦�直売所における生産者の高齢化
に伴う農産物の集荷対策

●�直売所の整備等も含め、生産者
の高齢化による出荷減少を防ぐ
ため、集荷対策を検討・実施を
はかる

●�直売所の整備等も含め、生産者
の高齢化による出荷減少を防ぐ
ため、集荷対策を検討・実施を
はかる 直販事業課

・新規対応 ・適宜対応 ・�蓮田直売所、白岡直売所閉店に
より希望者に対し集荷を実施中

  ２.「地域の活性化」への貢献　
重点施策（主な取組み） 具体的な行動・目標 担当部署令和元年度の目標 令和元年度の取組み結果

①�組合員ふれあい活動の展開（全
支店実施）

●�ふれあい活動委員会での効果検
証と次年度の企画検討

●�ふれあい活動委員会での効果検
証と次年度の企画検討

総合企画課

・全支店実施 ・各支店の地域性をふまえて実施 ・ふれあい活動全地区実施回数
　45回�

　岩槻地区　　 9回　
　春日部地区　 4回
　蓮田地区　　 4回
　宮代地区　　 3回　
　白岡地区　　 6回　
　久喜地区　　 7回
　菖蒲地区　　12回

②�認知症施策に対するＪＡの支援
体制の構築

●認知症サポーター養成講座の開催
●ミニデイサービスの開催
●健康教室の開催

●認知症サポーター養成講座の開催
●ミニデイサービスの開催
●健康教室の開催

営農支援課・�認知症サポーター養成講座、ミ
ニデイサービス、健康教室の開
催（女性部と連携し、３年間で
全支部実施）

・各項目を７支部中３支部実施 ・認知症サポーター養成講座の開催
３支部

・ミニデイサービスの開催 ４支部
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特 集
JA南彩自己改革

令和元年度の取組み結果について
　ＪＡ南彩では、『創造的自己改革への実践～組合員とともに農業・地域の未来を拓く～』をメインテーマ
とし、「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」への更なる挑戦、「地域の活性化」への貢献、組合員へ
の「アクティブ・メンバーシップ」の確立をめざして取組んでいるところです。
　自己改革の取組みを着実に実行させるため自己改革進捗状況表を策定しましたので、初年度にあたる令和
元年度の進捗状況をご報告いたします。

長期ビジョン
○地域農業戦略の見直し・実践により農業所得の向上に努めます。
○�組合員・地域住民のくらしを守るため、総合力を発揮して各種事業活動を通じて総
合的な支援を行います。
○総合事業性を発揮するため、ＪＡ経営健全性の確立に努めます。

  １.「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」への挑戦　
重点施策（主な取組み） 具体的な行動・目標 担当部署令和元年度の目標 令和元年度の取組み結果

①担い手・新規就農者支援
　�ＪＡ南彩独自の助成事業
　�（ＪＡ南彩農業振興支援事業　
農業振興目的積立金　9,200万円）

●新規就農者支援事業�
●農業生産拡大支援事業�
●生産施設整備支援事業

●新規就農者支援事業�
●農業生産拡大支援事業�
●生産施設整備支援事業

営農支援課
・新規就農者支援事業
・農業生産拡大支援事業
・生産施設整備支援事業
（助成金総額　900万円）

・助成金総額　900万円 ・新規就農者支援事業　　 7件
　187万円

・農業生産拡大支援事業　15件
　272万円

・生産施設整備支援事業　12件
　162万円

　　　　　　助成金総額　34件
　621万円

②�担い手経営体への労働力確保対策
（無料職業紹介事業）
●�無料職業紹介所・ＪＡ南彩あぐ
りサポート
●�ＪＡグループさいたま求人広告
サービス「第一産業ネット」

●求人・求職者募集
●求人掲載申込募集

●求人・求職者募集
●求人掲載申込募集

営農支援課・ＪＡ南彩あぐりサポート
　�求人登録30件・求職登録25人

・ＪＡ南彩あぐりサポート�
　求人登録20件・求職登録15人

・ＪＡ南彩あぐりサポート
　�求人登録16件・求職登録13人・
採用4人
・�ＪＡグループさいたま求人広告
サイト「第1産業ネット」
　�求人掲載11件・求職応募170人・
採用32人

③�マーケットインに基づく販売事
業方式への転換

●新規作物提案・作付拡大 ●�新規作物提案・作付拡大の提案
や栽培指導に取組みました

営農支援課
生産販売課

・�かぼちゃ（ほっとけ栗たん）栽培
120ａ
・青パパイヤ栽培　2,200本
・カラフル人参栽培　100a
・加工業務用野菜契約栽培　330a

・かぼちゃ（ほっとけ栗たん）栽培
　80ａ
・青パパイヤ栽培　1,500本
・カラフル人参栽培　60ａ
・加工業務用野菜契約栽培　250a

・かぼちゃ（ほっとけ栗たん）栽培
　80ａ
・青パパイヤ栽培　1,466本
・カラフル人参栽培　60ａ
・ペカンナッツ栽培講習会開催
・加工業務用野菜契約栽培　193a
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　❷ ＪＡは地域農業やくらしに必要な存在か

　❸ 総合事業について

　❹ ＪＡ自己改革の認知度について

　❺ 農業や地域づくりの応援について　＜准組合員のみの質問＞

　❻ 准組合員の事業の利用制限について

●�正組合員の91.9％、
准組合員の88.0％
が、「ＪＡは必要な
存在だと感じる」
と回答しています。

●�正組合員の88.8％、
准組合員の87.0％
が、「総合事業は継
続すべき」と回答
しています。

●�正組合員の69.4％、
准組合員の52.7％
が、「ＪＡの自己改
革を知っている」
と回答しています。

●�准組合員の93.8％
が、「（ＪＡの地域
農業の振興や地域
づくり活動を）応
援したいと思う」
と回答しています。

●�正組合員の86.5％、
准組合員の88.6％
が、「事業の利用は
制限しない方がよ
い」と回答してい
ます。

正組合員 准組合員

必要な存在だ
57.7％

必要な存在だ
52.1％

必要な存在でない 2.1％
どちらかといえば
必要な存在でない
 6.0％

どちらかといえば
必要な存在だ　34.2％

必要な存在でない 3.5％
どちらかといえば
必要な存在でない
 8.5％

どちらかといえば
必要な存在だ　35.9％

正組合員 准組合員

総合事業は
継続すべき
55.6％

総合事業は
継続すべき
51.1％

農業関連事業に
特化すべき 3.8％

どちらかといえば
農業関連事業に
特化すべき
 7.4％

どちらかといえば
総合事業は継続すべき
　33.2％

農業関連事業に
特化すべき 3.6％

どちらかといえば
農業関連事業に
特化すべき
 9.4％

どちらかといえば
総合事業は継続すべき
　35.9％

正組合員 准組合員

JAの自己改革を
知っている
69.4％

JAの自己改革を
知っている
52.7％

JAの自己改革を
知らない 30.6％

JAの自己改革を
知らない 47.3％

准組合員

応援したい
55.7％

どちらかといえば
応援したくない
 4.6％

どちらかといえば
応援したい 38.1％

応援したくない 1.6％

正組合員 准組合員

これまでと同様、
制限しない方がよい

86.5％

これまでと同様、
制限しない方がよい

88.6％

制限した方がよい
 13.5％

制限した方がよい
 11.4％
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特 集

「ＪＡの自己改革に関する組合員調査」
最終結果のご案内

　対象者数▶29,472人　
　　　　　　　　　　　　　36.7％
　回答者数▶10,816人　

　当ＪＡでは、組合員の願いをかなえていくため、「創造的自己改革の実践」をメインテーマに、「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の3つの基本目標を掲げ、自己改革に取組んでいます。
これらの取組みについて、組合員の皆様から評価を伺い、より一層組合員の皆様の期待に応え、魅力ある地
域の農業や暮らしに貢献する総合ＪＡを目指していくため、「ＪＡの自己改革に関する組合員調査」を実施
しました。
　正組合員5,922人、准組合員4,894人、合計10,816人の組合員からご回答をいただきましたので、ご報
告いたします。組合員の皆様には、ご協力をいただき誠にありがとうございました。これらの結果を真摯に
うけとめ、これからも組合員との対話を大事に、組合員の声に基づいて地域に必要なサービスを提供し、組
合員や地域の皆様から必要とされるＪＡを目指してまいります。

　❶ 自己改革への評価　＜正組合員のみの質問＞

期待度� 単位：％

全体 期待して
いる

やや期待
している

どちらかと
いえば、期
待している

どちらかとい
えば、期待し
ていない

あまり期待
していない

期待して
いない

営 農 指 導 事 業 100.0 49.3 28.4 15.2 3.4 2.6 1.1
農畜産物販売事業 100.0 43.6 30.6 19.0 4.3 1.7 0.8
生産資材購買事業 100.0 39.2 30.1 23.4 4.2 2.3 0.8

満足度	� 単位：％

全体 満足 やや満足
どちらか
といえば、
満足

どちらか
といえば、
不満

やや不満 不満

営 農 指 導 事 業 100.0 27.3 38.3 22.7 7.3 2.7 1.7
農畜産物販売事業 100.0 22.1 39.8 24.8 9.3 2.4 1.6
生産資材購買事業 100.0 23.8 33.8 29.1 8.8 3.1 1.4

改善度	� 単位：％

全体 もともと
良い 改善した 改善しつつ

ある
悪化しつつ
ある 悪化した もともと

良くない

営 農 指 導 事 業 100.0 21.5 22.2 41.8 9.1 2.6 2.8
農畜産物販売事業 100.0 20.3 21.1 45.2 10.1 1.3 2.0
生産資材購買事業 100.0 20.7 18.9 46.9 9.4 2.0 2.1

　▶調 査 期 間　平成30年12月～令和元年12月
　▶調査対象者　ＪＡ南彩の正・准組合員
　　　　　　　　（平成30年6月末現在）

●�自己改革の取組みについての評価は、営農指導事業、農畜産物販売事業、生産資材購買事業ともに、
高い評価をいただいています。
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営農情報 お問い合わせ
●春日部農林振興センター　農業支援部　048（737）6311

　秋野菜の準備をする時期がやってきました。主要な秋野菜の栽培管理について紹介します。

　管理のポイント
₁ 前作で病気があったら対策をしましょう！！ 
　前作の病害虫が、今作の品目に被害を出すことがあります。例えば菌核病は、なす、だいこん、
きゅうり、きゃべつ、かぼちゃなどに共通する病気です。同じ科を連作しない場合でも、病害虫が
共通することがあるため注意が必要です。前作で病害虫が見られた場合、それらに合った対策（土
壌消毒、残渣の処分、適用のある農薬の使用、その病害虫が問題にならない作物を選択する…な
ど）を確実に行いましょう。

₂ チョウ目幼虫の対策を確実に行いましょう！！
　秋野菜を作るとき、特に問題となるのがチョウ目幼虫です。例えばネキリムシは発芽直後や生育
初期に地際部を加害し、枯死させます。ハイマダラノメイガは生長点を加害し、生育遅延と減収を
起こします。きゃべつでは分球の原因にもなります。
　育苗期に登録薬剤を灌注する、定植時に粒剤を施用するなどして、苗が小さいうちにチョウ目幼
虫の被害が無いようにしましょう。また、ネキリムシは雑草地などで増殖するため、畑周辺の除草
を行いましょう。作付け直前の除草は被害を助長するため、除草から作付けまでは１週間以上あけ
てください。

₃ 根菜類は土の目の細かいほ場で作りましょう！！
　だいこん、かぶなどの岐根を防ぐためには、土の目の細かさが重要になってきます。作付けをす
る場合は、石などといった障害物の少ないほ場を選びましょう。石などのほかにも、未熟な堆肥
や、化学肥料の濃い部分が根元にあると岐根の原因となります。肥料をよく混和すること、堆肥は
完熟したものを施用することに留意しましょう。

　はくさい
　３号ポットで育苗し、本葉４～５枚で定植します。ほ場は排水の良い場所を選びましょう。根鉢
をあまり崩さずに植えることがポイントです。定植後２週間程度で1回目、結球し始める前に２回
目の追肥をします。追肥の際は、葉を傷めないよう注意しましょう。

　ほうれんそう
　アルカリ性を好むため、土壌pHが6.3～7.0になるように苦土石灰を投入しましょう。畝にマル
チを張り、１穴に４～５粒は種します。9月まきは元肥重点で、10～11月まきでは元肥を７～８
割とし、本葉４～5枚ころに追肥を行いましょう。

　小かぶ
　畝にまき溝をつくり、２㎝程度の間隔に条まきします。①子葉が開いた時、②本葉２～３枚、③
本葉５～６枚、の３回にわたって間引きを行い、最終的に株間が３㎝程度となるようにします。
１、３回目の間引きと、種まき後40日後、60日後に追肥を行いましょう。

秋野菜の栽培管理
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　埼玉県農業大学校は、農業およびその関連産業の担い手を養成する専修学校です。
　農業大学校では実習を中心としたカリキュラムを通して、栽培、販売、加工など農業に関する基本的知
識・技能を身につけることができます。
　自営就農、雇用就農、関連企業への就職と卒業後の進路に合わせた専門的講義も導入されています。
　入試方法は、推薦入試と一般入試があり、日程と試験方法が異なります。出願書類は、同校ホームページ
または農林振興センターで入手できます。
　高等学校等既卒で推薦入試を受けたい方は、令和２年９月11日㈮までに住所地を管轄する農林振興センタ
ーまでご連絡ください。

2年課程

野 菜 学 科
施設栽培専攻

30人
露地栽培専攻

水田複合学科 水田複合専攻 5人

花 植 木 学 科
花き専攻

15人
植木造園専攻

酪 農 学 科 酪農専攻 5人

1年課程

短期農業学科
短期野菜専攻

35人
有機農業専攻

入試日程
学科（専攻名） 入試区分 出願期間 試験日 合格発表 試験方法
野      菜 
水 田 複 合 
花  植  木 
酪      農 
短 期 農 業

（短期野菜）

推薦入試  R２.10.１㈭～10.13㈫ R２.10.29㈭ R２.11.10㈫ 小論文、面接

一般入試
 前期　R２.11.２㈪～11.13㈮ R２.11.27㈮ R２.12.９㈬   国語（現代文および小

論文）、数学Ⅰ、面接 
（短期農業学科は小論文
と面接のみ） 後期　R３.１.４㈪～ １.13㈬ R３.１.28㈭ R３.２.４㈭

短 期 農 業
（有機農業） 一般入試

 前期　R２.11.２㈪～11.13㈮ R２.11.27㈮ R２.12.９㈬
小論文、面接

 後期　R３.１.４㈪～ １.13㈬ R３.１.28㈭ R３.２.４㈭

※規定の定員を満たした学科・専攻については、一般入試後期を実施しない場合があります。
　また、後期試験で定員が満たされない専攻について、随時募集を行う場合があります。

Ｑ＆Ａ
２年課程と１年課程
の違いは？　　　　

２年課程は主に高校新卒の方が選択する課程で、農業技術の基礎の他に一般教養科目なども履修し
ます。１年課程は卒業後すぐに就農を目指す方が選択する課程で、実践的な講義や実習を行います。

学費はどのくらい？ 授業料は年額118,800円です。この他に、教科書・実習服代、給食費、寮費（入寮者のみ）、後
援会費などの必要経費がかかります。

大学校を見学したい 9/6、10/4、11/8、12/20、2/7に見学会・個別相談会が開催されます。参加を希望される方
は、農業大学校まで連絡してください。なお、個別の見学は受けていません。

　

埼 玉 県 農 業 大 学 校
〒360－0112　埼玉県熊谷市樋春2010
電話　０４８－５０１－６８４５（入試・教務調整担当）
https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0921/

春日部農林振興センター
（春日部市、久喜市、蓮田市、白岡市、宮代町の方） 電話　０４８－７３７－６３１１（農業支援部）

さいたま農林振興センター
（さいたま市岩槻区の方） 電話　０４８－８２２－１００７（農業支援部）

専攻紹介

入試日程等

問い合わせ先

Ｑ＆Ａ

埼玉県農業大学校　令和３年度学生募集
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毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。TAC通信

　岩槻地区担当の渡邉です。�
今回は葉面散布用液肥「ハーモザイム」のご紹介と、今年度の枝豆施用試験結果についてご報告いたします。
　ハーモザイムは植物由来の葉面散布用液肥で、植物由来の成分が作物に活力を与え、健全な開花、結実、
果実の肥大を促進し、収量増に貢献する資材です。ハーモザイムの作用としましては、植物の細胞分裂に必
須である植物ホルモン“サイトカイニン”の生産が活性化され、受粉直後の急激な細胞分裂をサポートしま
す。�
　ハーモザイムの特徴をまとめますと、①着果率の向上、果実の育成促進　②花とびと落花を軽減　③根張
りがよくなり、収穫期間が長くなる　④天候、物理的ストレスの悪影響を軽減し、成り疲れに対して強くな
る　⑤１株当たりの果実数や秀品が増加し、品質向上、増収に期待ができるといった点が挙げられます。�
　この特徴を踏まえ、岩槻地区の枝豆生産者４名（ハウス栽培１名、露地栽培３名）の７圃場で、作付け時
期をずらしながら施用試験を行いました。試験では圃場を慣行区とハーモザイム施用区（以下：試験区）に
わけ、開花が始まった頃、試験区にハーモザイム1000倍液を10aあたり100Lの割合で散布しました。収量
調査では各区10株ずつランダムに採取し、莢を3粒以上、2粒、1粒、不稔・未熟の4種類に分け、それぞれ
重量、莢数、出荷規格である2粒数以上の割合を比較しました。
　結果といたしまして、開花時期4月下旬～5月中旬(収穫時期
5月下旬～6月中旬)の5圃場については重量比113％～148％、
莢数比105％～144％、2粒数以上の割合比が109％と増収・
秀品の増加がみられましたが、開花時期6月以降(収穫時期7月
以降)の2圃場について増収・秀品の増加がみられませんでした。
この結果を踏まえますと、枝豆にハーモザイムを散布する場合
は、気温が不安定な4月下旬～5月中旬に開花する作型で最大
限効果が発揮されることが言えます。�
　枝豆に限らず、果菜類の着果や落花が気になる方は、ぜひハ
ーモザイムをお試しください。ハーモザイムは各地区営農経済
センターまでお問い合わせください。�

ＪＡ南彩年金友の会会員各位

　埼玉県信連主催「第24回埼玉県農協年金友の会グラウンド・ゴルフ大会」につきましては、昨今
の新型コロナウイルス感染症の情勢を踏まえ、本年度の開催は中止させていただくこととなりまし
た。
　この決定を受け、「令和２年度ＪＡ南彩年金受給者グラウンド・ゴルフ地区大会」につきまして
も、お客様の安全を第一に考え、併せて開催を中止することを決定させていただきました。誠に申
し訳ございませんが、ご理解ご了承のほどお願い申し上げます。
　令和３年度に開催が叶った時には、あらためてご案内をさせていただきますので、是非ともご参
加をいただきたく存じます。
　また、例年９月に開催しております「ＪＡ南彩年金受給者日帰り旅行（巨峰狩りの旅）」につき
ましては、株式会社農協観光と協議の上、内容や時期を変更した延期開催または年度内の開催中止
を含め検討中でございます。観光業界も少しずつ動き始めた中で、十分に検討し、あらためてご案
内をさせていただきます。何卒ご理解ご了承のほど、重ねてお願い申し上げます。

ＪＡ南彩　事業推進部
ＴＥＬ：０４８０－８７－１１４１

年金友の会グラウンド・ゴルフ大会及び
日帰り旅行企画について
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ＪＡ南彩版

★Ｎo1★　　高収益作物次期作支援交付金のご案内
　新型コロナウイルスの影響を受けた「野菜・花き・果樹・茶」の高収益作物について
次期作に前向きに取り組む生産者の皆様への支援制度があります。

＜事業の要件＞　
●��「野菜・花き・果樹・茶」について、令和２年２月～４月の間に出荷実績がある、または廃棄
等により出荷できなかった生産者。
●収入保険、農業共済等のセーフティネットに加入すること、または加入を検討すること。
●令和３年度末に、作付面積が現状以上となっていること。

＜事業の内容＞　
①．種苗等の資材搬入や機械レンタル等の支援 10a当たり ５万円 (施設花き等８０万円)
　　�　次期作において下記の取組項目から２つ以上実施した者に対し、取組実施面積10ａ

当たり定額を交付する。
②．新たな品種や新技術の導入等の取組支援 10a当たり 2万円×取組類型数
　　下記の取組項目から１つ取組むごとに、取組実施面積10ａ当たり２万円を交付する。
③．厳選出荷の取組支援 1人・1日当たり2,200円
　　高品質な花きを厳選して出荷する取組を支援する。

【①対象となる取組】
1.�生産・流通コストの削減の取組�
2.�種苗、肥料、農薬等の資材導入
3.�土壌改良資材の投入�
4.�自動環境制御装置の活用�
5.�作業環境の改善の取組
6.�事業継続計画の策定�等

【②対象となる取組】
1.�直販等を行うためのHP等の整備
2.�新品種・新技術の導入等
3.��海外の残留農薬基準への対応又は有機農業・
GAP等の取組

＜申請期間＞　令和２年８月19日㈬まで
　　　　　　　申請窓口は管内によって異なりますのでご確認をお願いします。

★Ｎo2★
新型コロナウイルス感染症による影響等にかかるＪＡ・農林
振興センター合同相談窓口の期間延長のご案内
１ 開催日時　　令和2年8月5日㈬～令和2年8月26日㈬
　�　　　　　　※毎週水曜日の午後1時～ 5時（予約制）
２ 会　　場　　JA南彩　中部営農経済センター　2階会議室�(旧黒浜支店)
　�　　　　　　住所　蓮田市黒浜3108－1　　電話　048－768－5556
３ 申　　込　　各営農経済センター窓口にて予約表の記入をお願いします。

問い合わせ先　ＪＡ南彩営農部営農支援課　☎0480－87－1135
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  相 談 会 の ご 案 内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

営農相談会 9:30～12:00
岩　槻 春日部 蓮　田 宮　代 白　岡 久　喜 菖　蒲

8月18日㈫ 8月20日㈭
8月6日㈭
8月19日㈬
8月25日㈫

8月19日㈬ 8月28日㈮ 8月21日㈮ 8月18日㈫

9月9日㈬ 9月11日㈮
9月8日㈫
9月15日㈫
9月25日㈮

9月10日㈭ 9月28日㈪ 9月18日㈮ 9月17日㈭

岩槻営農
経済センター

春日部営農
経済センター

中部営農
経済センター 宮代支店 白岡大山支店 久喜営農

経済センター
菖蒲営農
経済センター

税務相談会
8月11日㈫
10月9日㈮
岩槻城南支店
9:30～12:00
048（798）3345

8月25日㈫
10月27日㈫
春日部支店
10:00～15:00
048（736）5501

8月20日㈭
10月20日㈫
蓮田支店
9:30～12:00
048（768）2190

8月6日㈭
10月13日㈫
宮代支店
9:30～12:00
0480（32）0102

8月6日㈭
10月13日㈫
白岡大山支店
13:30～15:30
0480（92）2315

8月18日㈫
10月22日㈭
久喜江面支店
9:30～12:00
0480（21）1101

8月18日㈫
10月22日㈭
菖蒲支店

13:30～15:30
0480（85）0040

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

inform
ation 

※ 個別の税務相談会は事前予約制になりますので、開催日までにお電話でのご予約をお願いいたします。（ご予約いただけ
ない場合は受付できません）ご予約がない場合は開催中止となりますのでご注意ください。

※お申込みは、事前に各支店までご連絡をお願いいたします。
※都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。
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主 要 事 業 の 概 要
── 令和2年6月末現在 ──

出資金につきましては、28億3,518万円です。

令和２年６月末 令和２年３月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,635人 9,634人 1人
准 組 合 員 数 19,220人 19,106人 114人
組合員数合計 28,855人 28,740人 115人

令和２年６月末 令和元年６月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,779億5,740万円 2,770億5,466万円 100.3%
貸 出 金 588億6,466万円 550億6,022万円 106.9%
共 済 保 有 高 6,369億1,849万円 6,497億4,835万円 98.0%
販 売 高 6億2,332万円 5億9,537万円 104.6%
購買品Ⅰ供給高 4億8,262万円 6億5,761万円 73.3%
購買品Ⅱ供給高
（各直売所・食堂） 3億0,844万円 3億1,090万円 99.2%
※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

編集後記
　この編集後記を書いているのは、７月上旬ですが、８月号が皆様のお手元に届くのは、梨や夏野菜を堪能
している８月中旬だと思います。先日、豚肉の生姜焼きに茄子を入れて焼いたところ、茄子の生姜焼きがす
ごく美味いと大発見をし、今では茄子だけで生姜焼きを作っています。直売所に行くと茄子の品種も増えて
いて、この時期でしか売っていない白茄子や緑色の青茄子も見つけるとつい購入して、色々な種類の茄子を
生姜焼きにしています（笑）あとは美味しい梨を食べれば今年の私の夏は終わります（笑） 編集担当  Ｎ

【理事会だより】

　令和２年６月26日、定例理事会が行わ
れ、次の事項について審議され、全議案
原案通り可決・承認されました。

⑴ 令和２年５月末財務状況について
⑵ ディスクロージャー誌の発行について
⑶ 地区担当理事の選任について
⑷ 専門委員会委員について
⑸  春日部支店店舗建設委員会運営要領の

一部変更について
⑹  春日部支店店舗建設委員会委員の選任

について
⑺  株式会社なんさいふぁー夢の役員派遣に

ついて
⑻  令和２年度コンプライアンス・プログラ

ムの設定について
⑼  内部統制の整備・運用にかかる年間計画

について
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※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

６月号応募総数68通

６月号の答え

　 クロスワードパズル

応
募
方
法

　 正解者の中から抽選で10名様に
図書カードをプレゼント。
　 【締切日】８月末日
　発表は10月号です。

二重マスの文字をＡ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題　ニコリ

答え イチジク

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。

タテのカギ
２ 香りの良い薬味の一つ。ウナギのか

ば焼きにも振り掛けます
６ —— は人のためならず
８ 釣り —— と一緒に海に出掛けた
９ 宣伝などを書いて通行人に配ります
10 上（かみ）の反対語
11 京都の夏の代表的な行事、—— の送

り火
15 原稿用紙につづることも
16 10円硬貨に最も多く含まれる金属
18 イスラム教の礼拝堂のこと
20 人の助けを借りずに —— で切り抜

けた
21 —— を引かれる思いでいとまを告

げた

ヨコのカギ
１ 夏の夜空で打ち上げ —— が開い

た
２ 飲ん兵衛（べえ）が好きな物
３ ニッケイの樹皮から作られるスパイス
４ 仕事や用事の合間の空いた時間の

こと
５ 私は —— も育ちも東京です
７ ツナ、シーザー、海藻といえば
10 指先の腹側にある筋模様
12 焼き肉のミノ、センマイといえば

どこの部位？
13 携帯電話を自分に向けてパシャッ！
14 力士が土俵上で取るもの
17 泳げない人が腰回りにはめます
19 職人さんに握ってもらって食べる

ことも
20 まったく派手ではありません

　 　 

15 ◦ なんさい



ご存じですか？　近くになくてもご利用できます！

JAのライスセンター・
　カントリーエレベーター
　　施設の利用者を募集中！！
　　　　お米の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です

中部営農経済センター 048（768）5556
久喜営農経済センター 0480（25）1515
菖蒲営農経済センター 0480（87）0010

◆ お申込み・ご利用に関してのお問い合わせ等は最寄の
営農経済センターへお願いいたします。

● 管内には３か所の共同乾燥施設がございます。
①菖蒲カントリーエレベーター
②久喜ライスセンター
③白岡ライスセンター
※利用地域に関わらず、ご利用可能です。
[主な取扱品種]　コシヒカリ、彩のかがやき、彩のきずな
※一部取扱のできない品種もございます。

【利用について】
・ 各施設を利用すれば秋作業の簡略化・省略可・労力の軽減が図れるようになります。
※各施設ごとに若干利用方法が異なりますので、詳しくは事前にご連絡ください。
※出荷前までに生産管理記録簿の提出が必要となります。

【大口利用者還元】
　大口利用者に対して、荷受量
10トン以上の方に、利用料金を
還元いたします。

条　　件
荷受重量　10トン以上
還元金額　1.82円/kg（税別）
※対象は米のみとなります。
※ 管内施設の稼働がすべて終了後、
お支払いいたします。

【利用料金のご案内】
　利用料金につきましては、生
籾の水分によって設定されてお
ります。

水分区分
30.1％以上 23円
25.1％～30.0％ 22円
17.1％～25.0％ 21円
17.0％以下 16円
※1kgあたりの料金（税別）

【広域利用について】
　近くに施設の無い地域
の生産者の方もご利用で
きます。JA出荷を行わない
方も利用可能です。その場
合、臨時集荷場を設置しま
す。
※ 別途利用料金がかかります。

ご自宅用として保有米をお戻し、配達サービス等を実施しておりましたが、今年産より手数料を徴収することとなりました。
○ 米代金精算時、保有米手数料100円/30kg（税込）なお、保有米の自己取りの方は、50円/30kg（税込）助成いたします。

【保有米の手数料について】

　　　　お米の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です　　　　お米の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です

が図れるようになります。
各施設ごとに若干利用方法が異なりますので、詳しくは事前にご連絡ください。

【大口利用者還元】
　大口利用者に対して、荷受量
10トン以上の方に、利用料金を

（税別） 方も利用可能です。その場

　　　　お米の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です　　　　お米の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です

図れるようになります。
各施設ごとに若干利用方法が異なりますので、詳しくは事前にご連絡ください。

【大口利用者還元】
　大口利用者に対して、荷受量
10トン以上の方に、利用料金を 【広域利用について】

　近くに施設の無い地域
の生産者の方もご利用で
きます。JA出荷を行わない
方も利用可能です。その場

発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　菊池義雄
　　編　集／企画管理部総合企画課　〒346－0105
　　　　　　埼玉県久喜市菖蒲町新堀473
　　　　　　TEL   0480（85）7331　FAX  0480（85）7333 古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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番号案内サービス（104）へお問い合わせの際は、
必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

（24時間・365日対応）
事前相談も行っています。お問い合わせください。

0120－145－731

お知らせ JA南彩葬祭岩槻城南支店
☎048－797－4909

JA南彩葬祭白岡大山支店
☎0480－91－0490

JA南彩葬祭春日部支店
☎048－733－9099

JA南彩葬祭久喜江面支店
☎0480－25－2929

JA南彩葬祭蓮田支店
☎048－768－4445

JA南彩葬祭菖蒲支店
☎0480－86－0400

JA南彩葬祭宮代支店
☎0480－32－4966

JA南彩催事センター
☎0120－145－731




